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〈
特
集
〉

は
じ
め
に

　

栃
木
県
栃
木
市
鎮
座
の
太
平
山
神
社
と
太
平
山
と
は
非
常
に

密
接
な
関
係
に
あ
る
。同
社
が
鎮
座
し
て
い
る
山
で
あ
る
の
で
、

当
た
り
前
と
言
え
ば
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、
社
伝
に
よ
れ
ば
、

天
長
四
年
（
八
二
七
）
に
淳
和
天
皇
か
ら
勅
額
を
賜
っ
た
際
に
、

天
下
太
平
を
祈
る
社
と
し
て
「
太
平
」
と
い
う
社
号
も
賜
り
、

そ
の
太
平
社
が
鎮
座
す
る
山
な
の
で
太
平
山
の
名
称
が
付
け
ら

れ
た
と
あ
る
。
太
平
山
に
鎮
座
し
て
い
る
か
ら
太
平
山
神
社
と

い
う
社
号
な
の
で
は
な
く
、
太
平
山
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
か

ら
太
平
山
と
い
う
名
称
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

太
平
山
は
、
戦
国
時
代
の
戦
火
に
よ
り
、
山
中
の
多
く
の
施

設
が
焼
け
、
神
社
関
係
の
文
書
も
焼
失
し
て
し
ま
い
、
中
世
以

前
の
詳
細
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
江
戸
後
期
に
書
か
れ
た
『
下

野
国
誌
』
の
「
太
平
大
権
現
」
の
項
に
よ
れ
ば
、明
徳
三
年
（
一

太
平
山
・
太
平
山
神
社
の
信
仰
地
域

小
　
林
　
宣
　
彦
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三
九
二
）
七
月
、
比
叡
山
竹
内
御
門
跡
覚
如
法
親
王
の
執
奏
に

よ
っ
て
、
後
小
松
天
皇
の
宸
翰
に
よ
る
額
を
賜
っ
た
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
淳
和
・
後
小
松
両
天
皇
の
勅
額
は
、
ど

ち
ら
も
戦
火
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
僅
か
に
、
内
々
陣

の
扉
の
内
側
に
「
享
徳
貳
天　

癸
酉　

霜
月
」
と
あ
っ
て
、
一

四
五
三
年
に
本
殿
が
修
造
さ
れ
た
と
す
る
記
録
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。

　

ま
た
、
同
社
に
は
多
く
の
額
が
奉
納
さ
れ
、
近
世
以
降
の
も

の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
で
は
、

「
栃
木
県
大
学
・
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」と
し
て
、

太
平
山
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
近
世
末
期
以
降
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
奉

納
の
主
体
は
、
村
な
ど
の
地
域
共
同
体
、
問
屋
な
ど
の
職
業
共

同
体
、
大
々
神
楽
の
講
組
織
、
剣
術
・
弓
術
な
ど
の
道
場
、
和

歌
の
会
、
個
人
、
商
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。１

詳
細
は
本
特

集
の
菱
沼
一
憲
論
文
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
地
域
も
栃

木
市
街
（
旧
・
栃
木
宿
・
旧
栃
木
町
）
の
み
な
ら
ず
、
大
平
町
・

藤
岡
町
・
壬
生
町
な
ど
か
ら
も
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

神
社
は
、
氏
子
地
域
に
鎮
座
し
、
信
仰
範
囲
も
氏
子
地
域
内

で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
方
で
、
特
別
な
ご
利
益
を
求
め
て
、

信
仰
が
広
範
囲
に
及
ぶ
神
社
も
多
い
。
太
平
山
神
社
は
後
者
に

当
て
は
ま
る
。

　

た
だ
、『
栃
木
県
史
』や『
栃
木
市
史
』な
ど
の
地
誌
に
お
い
て
、

太
平
山
の
記
述
は
、
天
狗
党
に
関
係
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
太
平
山
の
宗
教
施
設
・
宗
教
組
織
・
年
中
行
事
な
ど
が

歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
近
世
に
は
、『
雲
上
明
鑑
』・『
雲
上
明
覧
』
に
、
武
家

伝
奏
を
通
し
て
朝
廷
に
執
奏
す
る
社
の
一
つ
し
て
記
載
さ
れ
、

将
軍
代
替
の
際
に
は
、
殿
中
儀
式
に
参
列
す
る
な
ど
、
朝
幕
と

も
に
関
係
す
る
社
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
じ
く
、
太
平
山
の
信
仰
形
態
や
信
仰
範
囲
に
つ
い
て

も
詳
細
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
太
平
山
・
太
平
山
神
社
の
信
仰
範
囲
を
示
す
資

料
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
そ
の
信
仰
範
囲
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
確
認
し
て
い
き
た
い
。

一　

野
木
宿
道
標
と
下
生
井
道
標

　

近
世
に
は
、
主
要
な
街
道
沿
い
や
、
道
が
左
右
に
分
か
れ
る

追
分
口
、
宿
場
や
村
な
ど
の
境
界
に
、
交
通
案
内
と
し
て
の
道

標
が
立
て
ら
れ
た
。
太
平
山
へ
の
ル
ー
ト
を
示
す
石
の
道
標
も
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野木宿道標 下生井道標

図
１
「
日
光
道
中
と
例
幣
使
道
」２
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図
２
「
日
光
・
奥
州
道
中
と
例
幣
使
道
の
宿
場
」３
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図
３
「
日
光
道
中
と
脇
道
」4
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造
立
さ
れ
、
一
つ
は
下
都
賀
郡
野
木
町
野
木
に
、
も
う
一
つ
は

小
山
市
下
生
井
に
残
っ
て
い
る
。
前
者
を
「
野
木
宿
道
標
」、

後
者
を
「
下
生
井
道
標
」
と
呼
び
た
い
。
両
道
標
は
、
日
光
道

中
（
日
光
街
道
）
の
野
木
宿
か
ら
、
下
生
井
を
経
由
し
て
、
例

幣
使
道
（
例
幣
使
街
道
）
の
栃
木
宿
へ
と
通
じ
る
脇
道
の
道
標

で
あ
っ
た
。

　

日
光
道
中
は
、
江
戸
―
日
光
を
結
ぶ
街
道
で
あ
り
、
道
中
奉

行
が
管
轄
し
た
五
街
道
の
一
つ
で
あ
る
。
徳
川
家
康
の
霊
廟
の

あ
る
日
光
へ
の
通
行
路
と
し
て
整
備
さ
れ
、
将
軍
家
が
日
光
社

参
の
た
め
に
用
い
る
街
道
で
あ
っ
た
。
ま
た
、近
世
を
通
し
て
、

老
中
・
高
家
・
大
名
に
よ
る
日
光
社
・
大
猷
院
へ
の
代
参
や
、

家
康
や
家
光
の
大
法
会
の
参
列
な
ど
、
幕
府
の
公
的
行
事
と
し

て
の
日
光
社
参
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
も
日
光
道
中
は
公

式
ル
ー
ト
と
し
て
機
能
し
た
。
さ
ら
に
、
日
光
道
中
は
奥
州
道

中
に
も
分
岐
し
て
い
た
た
め
、
奥
州
の
大
名
の
参
勤
交
代
に
も

利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
光
道
中
は
、
多
く
の
武

家
や
公
家
が
通
行
す
る
街
道
で
あ
っ
た
。
街
道
に
は
宿
駅
が
設

け
ら
れ
、
下
野
国
内
で
は
、
野
木
―
間
々
田
―
小
山
―
新
田
―

小
金
井
―
石
橋
―
雀
宮
―
宇
都
宮
―
徳
次
郎
―
大
沢
―
今
市
―

鉢
石
の
十
二
宿
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
野
木
宿
は
、
日
光
道
中
全

三
六
里
の
一
七
里
目
に
あ
た
る
。

　

ま
た
、
毎
年
四
月
の
東
照
宮
例
祭
に
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ

る
奉
幣
使
を
「
例
幣
使
」
と
呼
ぶ
。
例
幣
使
は
、
京
都
か
ら
日

光
ま
で
、
中
山
道
と
日
光
道
中
を
通
行
し
た
が
、
中
山
道
か
ら

日
光
道
中
ま
で
は
、
中
山
道
の
倉
賀
野
宿
か
ら
日
光
道
中
壬
生

通
り
の
楡
木
宿
に
抜
け
る
街
道
を
利
用
し
た
。
こ
の
街
道
が
例

幣
使
道
で
あ
る
。
例
幣
使
道
に
は
、
玉
村
―
五
科
―
芝
―
木
崎

―
太
田
―
八
木
―
梁
田
―
天
明
―
犬
伏
―
富
田
―
栃
木
―
合
戦

場
―
金
崎
の
一
三
宿
が
設
け
ら
れ
た
。

　

日
光
道
中
の
野
木
宿
と
例
幣
使
道
の
栃
木
宿
の
間
に
は
、
短

絡
ル
ー
ト
と
も
言
う
べ
き
間
道
が
あ
り
、
そ
の
間
道
は
「
日
光

近
裏
道
」
と
呼
ば
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
日
光
道
中
は
日

光
社
参
や
参
勤
交
代
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
た
め
、
と
て
も
混
雑

す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
日
光
近
裏
道
や
日
光
東
街

道
な
ど
の
脇
道
が
利
用
さ
れ
た
。
日
光
近
裏
道
は
、
野
木
宿
か

ら
、
下
生
井
―
白
鳥
―
新
波
―
寒
川
―
中
里
―
梅
の
宮
―
高
島

―
牛
久
―
沼
和
田
の
地
域
を
通
っ
て
、
栃
木
宿
に
つ
な
が
っ
て

い
た
。
梅
の
宮
は
、
現
在
の
南
小
林
で
あ
る
。
野
木
宿
道
標
と

下
生
井
道
標
は
、
こ
の
日
光
近
裏
道
を
し
め
す
交
通
案
内
な
の

で
あ
る
。
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栃
木
宿
は
、
巴
波
川
の
河
岸
を
利
用
し
て
栄
え
た
商
都
で

あ
っ
た
。
近
世
は
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
・
思
川
な
ど
の
河
川

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
・
商
品
が
各
地
に
輸
送
さ
れ
て

い
た
が
、
栃
木
宿
は
そ
の
中
継
地
の
一
つ
と
し
て
活
発
に
利
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
両
道
標
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
野
木
宿

道
標
の
正
面
に
は
「
是
よ
り
太
平
山
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
造

立
さ
れ
た
年
号
な
ど
も
刻
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
磨
滅
し
て

確
認
で
き
な
い
。

　

下
生
井
道
標
の
正
面
に
は
「
是
よ
り
左
太
平
山
道
」
と
大

き
く
刻
ま
れ
、
下
方
に
は
「
富
田　
［　
　

］
余
」・「
栃
木　

［　
　

］」・「
岩
舩　

一
里
」
と
三
列
に
小
さ
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

道
標
の
左
面
に
は
、「
嘉
永
五
壬
子
歳
八
月
建
立　

下
生
井　

大
橋
［　
　

］」
と
あ
る
か
ら
、
一
八
五
二
年
の
造
立
で
あ
る
。

右
面
に
は
、「
海
老
沼
忠
治
右
衛
門
」
は
じ
め
造
立
に
協
力
し

た
と
思
わ
れ
る
人
物
た
ち
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
正
面
下
方

に
富
田
（
富
田
宿
、
現
在
の
栃
木
市
大
平
町
富
田
）・
栃
木
（
栃

木
宿
、
現
在
の
栃
木
市
街
）・
岩
舩
（
現
在
の
栃
木
市
岩
舟
町
）

と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
当
所
よ
り
」
と
も
刻
ま
れ

て
い
る
か
ら
、
下
生
井
道
標
か
ら
の
距
離
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て

い
た
。

　

両
道
標
は
、
日
光
近
裏
道
の
交
通
案
内
の
た
め
に
造
立
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
正
面
に
刻
ま
れ

て
い
る
の
が
、
宿
駅
の
名
称
で
は
な
く
、「
太
平
山
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
日
光
近
裏
道
や
日
光
東
街
道
な
ど
の
脇

道
は
、
混
雑
す
る
日
光
道
中
を
避
け
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
日
光

近
裏
道
が
つ
な
が
る
例
幣
使
道
の
栃
木
宿
は
、
物
資
や
商
品
の

輸
送
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
商
都
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
両
道
標
に
「
太
平
山
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
日

光
近
裏
道
が
、
太
平
山
へ
の
参
詣
路
と
し
て
、
大
き
な
機
能
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
道

標
は
、
そ
の
周
辺
の
人
々
の
た
め
で
は
な
く
、
他
所
か
ら
来
る

人
々
に
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
光
道
中
の
古
河
宿
以

南
か
ら
の
参
詣
が
、非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

近
世
の
太
平
山
・
太
平
山
神
社
の
信
仰
圏
は
、
日
光
近
裏
道
の

周
辺
地
域
か
ら
、
下
総
国
の
古
河
（
現
在
の
茨
城
県
古
河
市
）

や
武
蔵
国
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
他
地
域
か
ら
の
参
詣
は
、
多
く
は
講
組
織

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
共
同
体
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で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
職
業
を
中
心
と

し
た
講
や
農
村
を
中
心
と
し
た
講
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
の

講
組
織
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

二　

太
平
山
・
太
平
山
神
社
と
周
辺
地
域
の
信
仰

　

太
平
山
神
社
の
表
参
道
は
、
栃
木
市
街
（
旧
栃
木
宿
・
旧
栃

木
町
）
の
方
面
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
栃
木
市
街
は
太
平
山
の

東
に
位
置
す
る
が
、
太
平
山
神
社
は
南
東
の
方
向
を
向
い
て
鎮

座
し
て
い
る
か
ら
、
表
参
道
は
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

表
参
道
が
栃
木
市
街
に
つ
な
が
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、

旧
栃
木
宿
以
来
の
栃
木
市
街
の
人
々
が
多
く
参
詣
し
た
た
め
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
古
河
や
武
蔵
国
を
は
じ
め
と
す
る
他
地

域
の
人
々
が
太
平
山
を
参
詣
す
る
際
に
、
旧
栃
木
宿
方
面
か
ら

の
街
道
を
利
用
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
日
光
近

裏
道
は
、
野
木
宿
か
ら
沼
和
田
を
抜
け
て
栃
木
宿
に
入
る
ル
ー

ト
で
あ
る
か
ら
、
栃
木
宿
方
面
か
ら
太
平
山
へ
通
じ
る
道
が
、

参
詣
の
主
要
路
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

太
平
山
の
南
東
か
ら
南
に
か
け
て
は
、
旧
富
田
宿
の
あ
っ
た

大
平
町
が
あ
り
、
南
西
に
は
岩
舟
町
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

西
に
犬
伏
宿
や
天
明
宿
の
あ
っ
た
佐
野
市
が
あ
る
。
日
光
道
中

に
比
べ
て
、
例
幣
使
道
の
佐
野
・
足
利
方
面
を
経
由
し
た
信
仰

を
示
す
も
の
は
、
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
。
太
平
山
神
社
所

蔵
の
額
の
一
枚
に
、「
新
田
大
炊
義
重
廿
四
世
源
道
純
書
」
と

あ
る
「
永
代
太
々
御
神
楽
」
の
額
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
太
平

山
別
当
で
あ
っ
た
舜
慈
が
、
一
八
世
紀
末
の
寛
政
年
間
に
命
を

受
け
て
、上
野
国
世
良
田
（
現
在
の
群
馬
県
太
田
市
世
良
田
町
）

の
長
楽
寺
に
転
じ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。５

太
平
山
は
、近
世
ま
で
、神
仏
習
合
に
よ
っ
て
、「
太
平
大
権
現
」

と
も
称
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
組
織
は
別
当
が
主
導
し
て
い
た
。

別
当
は
天
台
僧
で
あ
り
、
太
平
山
と
太
田
と
の
関
係
は
、
天
台

宗
組
織
を
介
在
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、大
平
町
や
岩
舟
町
と
太
平
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
大
平
町
や
岩
舟
町
の
多
く
の

集
落
は
、
現
在
で
も
、
太
平
山
神
社
か
ら
「
辻
札
」
を
受
け
て

い
る
。
辻
札
と
は
、
そ
の
土
地
を
守
り
鎮
め
る
た
め
の
御
札
で

あ
り
、
集
落
の
境
界
な
ど
に
お
さ
め
ら
れ
る
。
太
平
山
に
辻
札

を
受
け
に
訪
れ
る
集
落
は
、
多
く
は
農
村
集
落
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
辻
札
の
授
受
は
、
近
世
以
来
の
信
仰
形
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態
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
太
平
山
神
社
所
蔵
の
文
書
に
は
、
証
文
関
係
の
文
書

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
大
平
町
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
太
平
山
と
大
平
町
の
間
に
、
信
仰
の
み
な
ら
ず
、
も
っ

と
生
活
に
密
着
し
た
関
係
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
・
研
究
が

す
す
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
主
に
、
近
世
の
太
平
山
と
太
平
山
神
社
の

信
仰
範
囲
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

ま
ず
、
下
都
賀
郡
野
木
町
と
小
山
市
下
生
井
に
残
る
二
つ
の

道
標
か
ら
、
太
平
山
の
信
仰
圏
が
、
野
木
宿
以
南
の
日
光
道
中

周
辺
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
推
論
し
た
。

　

ま
た
、
栃
木
市
大
平
町
や
栃
木
市
岩
舟
町
に
は
、
太
平
山
と

の
関
係
を
示
す
建
造
物
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
辻

札
の
授
受
や
証
文
関
係
の
文
書
な
ど
か
ら
、
近
世
に
は
か
な
り

密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

太
平
山
は
、
朝
廷
・
幕
府
・
日
光
・
江
戸
な
ど
、
幅
広
い
関

係
性
を
有
し
た
宗
教
組
織
で
あ
り
、
そ
の
組
織
を
支
え
た
信
仰

圏
は
、
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

近
代
以
降
の
社
会
的
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
組
織
や
信
仰
圏

も
大
き
く
推
移
し
た
。
今
後
は
、
残
さ
れ
た
資
史
料
な
ど
を
検

証
し
、
近
世
～
現
代
の
太
平
山
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
が
課

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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・『
栃
木
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史
』

・『
栃
木
市
史
』

・『
大
平
町
誌
』

・『
小
山
市
史
』

・『
野
木
町
史
』

・
小
山
市
文
化
財
調
査
報
告　

第
四
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集
『
小
山
市
文
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保
護
調
査

年
報
』
四
（
小
山
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教
育
委
員
会
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一
九
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七
）

・『
栃
木
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
第
一
集
「
日
光
道
中　

日
光
道

中
壬
生
通
り　

関
宿
通
り
多
功
道
」（
栃
木
県
教
育
委
員
会
事
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局
文

化
財
課
、
二
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〇
八
）

・
市
制
六
〇
周
年
記
念
第
六
四
回
企
画
展
「
指
定
文
化
財
で
ふ
り
か
え

る
小
山
の
歴
史
」
図
録
（
小
山
市
博
物
館
、
二
〇
一
四
）

　

註１　

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
『
栃
木
県
大
学
・
地
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
成
果
報
告
書
』（
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
・

二
〇
一
九
）

２　
『
栃
木
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
第
一
集
の
九
頁
「
図
１　

下
野
国
内
の
五
街
道
と
周
辺
の
脇
街
道
」
を
引
用
。

３　
『
小
山
市
史
』
通
史
編
Ⅱ
近
世
の
二
五
八
頁
「
第
２
図　

日
光
・

奥
州
・
例
幣
使
街
道
の
宿
場
」
を
引
用
。

４　
『
小
山
市
史
』
通
史
編
Ⅱ
近
世
の
二
六
〇
頁
「
第
3
図　

日
光

街
道
と
市
域
の
脇
道
」
を
引
用
。

５　

長
楽
寺
に
あ
る
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
舜
慈
は
「
大
平
山
蓮
成
院
」

の
「
諸
堂
社
」
を
「
悉
く
改
作
」
し
た
と
あ
る
か
ら
、
長
楽
寺

改
修
の
命
を
受
け
て
の
転
院
と
推
測
さ
れ
る
。
舜
慈
は
隠
居
の

後
、
太
平
山
に
戻
り
、
そ
こ
で
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。


